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 ４月１２日（火）に入学式を実施し、小学部２名、中学部４名、高等部９名あわせて１５名の新

入生を迎えることができました。１３日（水）より竹田支援学校５２名の全児童生徒が揃ってスタ

ートを切ったところです。 

  

今年度、進路指導主任を担当することになりました甲斐 武（高等部所属）です。よろしくお願

い致します。今年度の進路指導新聞の目標として「分かりやすく」、そして、「より知りたい情報」

の提供に努めたいと考えております。 

 

 さて、今回の進路指導新聞第１号では、昨年度高等部を卒業したばかりの舩津俊亮さん（竹田市

在住）の様子について紹介させていただきます。 

4月 1日より竹田市内の社会福祉法人の利用を始め、事業所の送迎車の乗降場所まで、自宅から

自力で移動することになったそうです。在学時は、保護者の送迎により竹田支援学校まで通学をし

ていました。卒業後、ステップを一段階あげ一人でできることを増やしていこうということで、俊

亮さん本人、保護者、利用先の事業所とで相談してこの取り組みをはじめたそうです。 

 はじめは、保護者の方は少し心配していたとのことでしたが、俊亮さんを中心において、事業所

と協力し、たくさんのことを共有し相互理解の上で、少しずつ本人のペースに合わせて取り組みを

すすめているそうです。 

 

 先日の入学式での学校長式辞の中で、「子どもの成長のために、ご家庭、学校そして各関

係機関とで、たくさんのことを共有していきましょう」という言葉がありました。それぞ

れの児童生徒が「社会参加」「自立」に向かっていけるよう、我々大人がしっかり協力していけれ

ばと思います。進路指導部としても尽力していきたいと考えておりますので、よろしくお願い致し

ます。 

 

 

竹田本町前横断歩道を信号を

確認し、左右を見ながら手を

上げてわたっています。 


